
 海外舞踊文献紹介

1995年 以降に海外で出版 された舞踊研究書の中か

ら, 筆者の専門であるバ レエ史研究書の一部を, 

扱っている時代の順に紹介する。

Dance and Music of Court and Thater: Selected 
Writings of Wendy Hilton, 456 p., New York, 
Pendragon Press, 1997.

バ ロ ック ・ダ ンス に 関 す る基 本 文 献 の 一 つ だ っ

たWendy Hilton, Dance of court & theater the

French Noble style 1690-1725 (Princeton, 1981)

が いつ の ま に か絶 版 に な っ た と思 って い た ら, こ

の増 補 新 版 が 出 た。 旧著 の フ ァ ク シ ミリ復 刻 に, 

3つ の論 文 が 付 さ れ て い る。 ル イ14世 が どの よ う

な音 楽 に合 わせ て どの よ うな 踊 りを踊 っ てい たの

か, その い わ ゆ る フ ラ ンス優 雅 様 式 の 特徴 は何 か, 

そ れ は どの よ うな記 譜 法 で 記録 され て い るか, と

い っ た テ ーマ につ い て概 括 的 か つ 具 体 的 に論 じた

本 で あ る。

Ivor Guest, The Ballet of the Enlightenment: The 
Establishment of the Ballet d'Action in France, 1770 
-1793, 456 p., London, Dance Books, 1996.

アイヴァ ・ゲス トはバ レエ史研究, とくに19世

紀バ レエ研究 の第一人者である。the Romantic

Ballet in Paris the ballet of the second Empire the

Romantic Ballet in England といった彼の主著はい

ずれもバ レエ史研究者 にとっては基本文献であり, 

19世紀バ レエについて何か調べるときにはゲス ト

のお世話にならないわけにはいかない。 ゲス トは

上記 をはじめ, 30冊近 くの著書を出版 しており, 

そのなかにはAdventure of a Ballet Historian とい

う自伝 もあるが, 本書はそのゲス トの最新著。資

料収集に30年, 執筆 に5年 かかったという。副題

にもあるように, バレエ ・ダクシヨンがいかにし

て成立 したかとい うのがテーマであり, 「啓蒙の

時代」 に呼応 してバ レエが どの ように変化 して

いったのかを, パ リにあるい くつかのアルシーヴ

の資料 に基づ いて, ヴ ェス トリス(父), ノ

ヴェール, マクシミリアン ・ガルデル, ピエール
・ガルデル, ドベルヴァルの5人 の仕事を通 じて

実証 してい く。

Susan Leigh Foster, Choregraphy & Narrative: 
Ballet's Staging of Story and Desire, 372 p.,
Bloomington & Indianapolis, Indiana U. P., 1996.

フ ォス ター は, 舞 踊 をい か に 「読 む」 か につ い

て論 じた かの名著.Reading dancing Bodies and

subjects in contemporary American danceの 著者と

して名高いが, 旧著のテーマがアメリカのコンテ

ンポラリー ・ダンスだったのにたい し, 本書の

テーマは18世紀から19世紀初頭のバレエである。

つまり上記のゲス トの本 とほぼ同じ時代 を扱って

いる。物語バ レエがどこから生まれ, どのような

発展を遂げて, ロマンティック ・バレエを生むに

いたったかについて, 政治 ・経済的変化 と関連づ

けつつ, また 「踊る身体」 を, 社会の中でさまざ

まに制度化 されていった身体 と対照させなが ら, 

論証 していく。キー概念 となるのはchoreogoraphy

であり, これは踊る身体 ・見る身体の理論的実践

と定義される。 じつに刺激的な本である。

上記のゲス トの本 と併せ読むと, 舞踊史のなか

で, ここ数年, 最 も目覚ましい研究成果を挙げて

いる分野が, ロマンティック ・バレエ前史である

ことが よくわかると同時に, 舞踊史におけるいわ

ゆるイギリス学派 とアメリカ学派との違い, すな

わち前者の徹底的実証 ・記録主義と, 後者のイデ

オロギー批判 との違い(た とえば, 同 じバ レエ ・

リュス研究でも, バックルとガラフオラがいかに

違 うかを思い出してみてほしい)が, 笑ってしま

うほどよくわかる。

Lynn Garafola (ed.), Rethinking the Sylph:New 
Perspectives on the Romantic Ballet, 288 p., 
Hanover and London, Wesleyan U. P., 199?.

これ は 国 際 舞 踊 史 学 会(Society of Dance History

Scholars)の 年 報 で もあ る。 編 者 は い う ま で もな

く名 著 中 の名 著Diaghilev Ballers Russesの 著 者 で

あ る。 『ラ ・シ ル フ ィー ド』 『ジ ゼ ル』 に対 す る新

しい視 点 か らの論 考 の 他, ロマ ン テ ィ ック ・バ レ

エ に お け る民 族 舞 踊, 女 性 解 放 との 関連, カ ル ロ

・ブ ラジ ス, ワル シ ャ ワ ・ヴ ィエ ル キ劇 場 のバ レ

エ ダ ンサ ー た ち, ロ ーマ で 上 演 され て い たバ レエ, 

サ ル ヴ ァ トー レ ・タ リ オ ー 二 な ど, 周 縁 的 な テ ー

マ に 関 す る論 考 が10本 収 録 さ れ て い る。 こ の よ う

な ロ マ ンテ ィ ッ ク ・バ レエ へ の新 しい視 点 か らの

研 究 も また 世 界 的 トレ ン ドで あ る。 編 者 の序 文 に

あ る よ う に, ロマ ン テ ィ ック ・バ レエ の研 究 に は

い わ ば双 眼 的 」両 面 的 な視 点 が 必 要 で あ る。 とい

うの も, ロマ ン テ ィ ック ・バ レエ はパ リだ け の も

の で は な く, 一 つ の 国 際 的 な芸 術 運 動 で, 国民 的

・民 族 的 多様 性 を示 して い る と同時 に, バ レエ ・

プ ラ ン に象徴 され る明 確 な特 徴 を もっ て い る か ら

で あ る。

Knud Arne Jurgensen, The Bournonville 
Tradition : The first fifty year 1829-1879, 2 volumes, 
201 p. +468 p., London, Dance Books, 1997.
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 1987年 に刊行開始された全4巻 のシリーズの最

終 巻 で あ る。 ち な み に 既 刊3巻 は, the

Bournonville Ballets:A Photographic Record, The 
Bournonville Heritage (with Ann Hutchinson 
Guest), Bournonville Ballet Thchnique:50
Enchaniements (with Vivi Flindt).1冊 目は図像

学的研究で, 2冊 目と3冊 目は技法研究だった

(2冊 目にはピアノスコアが, 3冊 目にはピアノ
スコアとビデオが付 されている)。 いずれもかな

り個別的な研究だったが, 4巻 目である本書の第

1巻 はブルノンヴィルの伝記で, 歴史的背景, バ

レエ史上の位置, 後代への影響だけでなく, 私生

活, 宗教観といったブルノンヴィルの個人的な事

柄をも詳 しく扱っている。本書の特色は, 最近発

見されたブルノンヴィルの自筆原稿を主要資料に

していることで, あ りがたいのはその中の重要な

部分が英訳 ・引用されていることである(ち なみ

に第2巻 はブルノンヴィルの全作品の詳細な解説

とビブリオである)。

Knud Arne Jurgensen, The Verdi Ballets, 398 P., 

Parma, Instituto Nazionale di Studi Verdiani, 1995.

上記と同じユルゲンセンの著書。 かなり特殊専

門的な本である。とい うのも, オペラにおけるバ

レエは, オペラ研究者からもバレエ研究者からも

軽視されていて, 本格的研究は少ない。 しか し, 

そ もそ もオペラの発生以来, オペ ラとバ レエは

切っても切れない関係 にあったわけだ し, バ レエ

史における 『悪魔のロベール』の位置を考えてみ

てもわかるように, けっして疎かにしてはならな

い分野である。その意味で, 貴重 な研究である。

ユルゲンセンはヴェルディの書いた, 『アイー

ダ』『オテロ』など8つ のオペラのおけるバ レエ

音楽について, スコアの分析だけでなく, 振付, 

美術 ・衣装, さらには舞台評をも視野に入れて, 

当時のいわゆる 「第二帝政期バ レエ」における

ヴェルディのバレエ曲の位置づけを試みている。

Roland John Wiley, The Life and Ballets of Lev 
Ivanov: Choreographer of the Nutcracker and Swan 
Lake, 306 p., Oxford, Clarendon Press, 1997.

ワイリーはチャイコフスキーの音楽研究の第一

人者。 チャイコフスキーの3大 バ レエについて何

か書 こ う とした ら, 彼 のTchaikovsky's Ballets

(1985)を 参照 しないわけにはいかない。実際, 

多 くの人がこれをタネ本にしていることは周知の

事実。本書はそのワイリーによるイワノブ研究で

あ り, これまで 「謎に包まれた振付家」 と呼ばれ

てきたイワノブに関する初めてのまとまった研究

である。前半4分 の1ほ どが伝記で, あとは作品

研究である。 『くるみ割 り人形』や 『白鳥の湖』

はもちろん, 『ハーレムのチューリップ』や 『ミ

カ ドの娘』(ギ ルバー ト&サ リヴァンのオペラの

バ レエ化)な どについても詳 しい言及がある。

Galina Dobrovol'skaya, Shchelkunchik:Shedevey 

baleta, 200 p., Sankt-Peterburg, MOL, 1996.

デミドブの 『白鳥の湖』(1985), コンスタンチノ

ワの 『眠れる森の美女』(1990)に 続 く, 『くるみ

割 り人形』の研究書。 これで3大 バ レエの研究書

がそろったわけである。現在のロシアの政治 ・経

済的混乱から察するに, 今後, 『ジゼル』その他

の研究書が続刊 されるのか どうかは予測で きない。

本書は, 『くるみ割 り人形』の成立の背景や経

過だけでな く, その後のさまざまな改訂版に関す

る記述 も細かい。 とくに, 我が国ではあまり知 ら

れていないゴルスキー版やロブホーフ版(キ ャバ

レーのレビューのスタイルを取 り入れた)に 関す

る記述は貴重である。図版 も興味深いが, ロシア

の本が往々にしてそうであるように, 不鮮明であ

るのが残念。

(鈴木 晶)
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(以上, 平成10年9月30日 までにご回答いただいた該当論文 を掲載 した。)

 『舞 踊 学 』 投 稿 規 定

1.投 稿資格は, 舞踊学会会員とする。

2.投 稿内容は, 未発表の, 舞踊学関係の論文 ・研究報告 ・資料紹介 とする。

3.投 稿論文は, 完結 したものとする。

4.投 稿原稿は, 編集委員会において採否を決定する。

5.原 稿は, 日本語により, 横書 とする。ただし外国語の単語, 英文の引用は例外とする。

6.原 稿枚数は, 400字 ×50枚 を限度 とする(図 表を含む)。 ただし, 研究報告は, 400字 ×30枚

 以内(図 表を含む)。

7.原 稿には, 執筆者名 ・表題のローマ字表記を付 し, さらに英文の表題 を付する。

8.原 稿は, 完全原稿であること, 図 ・表は, 版下になりうるもの。欧文の引用はタイプによる

 ことを原則 とする。

9.原 稿には, コピー3部 を添付する。コピーによる不鮮明な図 ・表は原図2部 を提出する。

10.原 稿料は支払わない。

11.原 稿締切は, その年度の3月31日 とする。

12.原 稿の提出先は, 舞踊学会事務局とする。

13.上 記以外のことで, 本誌 に関する事柄については, 編集委員の決定に委ねる。

 以 上

 〔平成10年9月 改訂〕

 編 集 委 員 会

 編 集 委 員

 尼ヶ崎 彬 石 田 久美子 大 貫 秀 明 國 吉 和 子

 頭 川 昭 子 丸 茂 祐 佳 ○目 代 清 ○印委員長
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